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問
／
受
け
入
れ
た
地
域
や
団
体
は
、
本
来
の
目
的
を
達
成

で
き
た
の
か
。
最
長
３
年
の
中
で
、
行
政
、
地
域
団
体
の

サ
ポ
ー
ト
は
ど
う
か
。
ま
た
、
受
入
れ
が
人
手
不
足
の
解

消
だ
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
任
期
終
了
後
の
定
住
率
は

ど
う
か
。

答
／
平
成
25
年
度
か
ら
延
べ
24
人
の
隊
員
を
受
け
入
れ

て
き
た
。
現
在
は
市
内
各
所
で
10
人
が
活
動
し
て
い
る
。

受
入
れ
に
関
す
る
様
々
な
課
題
解
消
の
た
め
、
募
集
の
前

段
階
か
ら
、
受
入
れ
を
希
望
す
る
地
域
と
任
務
や
育
成
及

び
支
援
体
制
等
を
具
体
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
退
任

後
の
生
計
基
盤
の
確
保
に
め
ど
を
付
け
る
こ
と
等
に
意

を
用
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
活
動
し
て
い
る
隊
員
は
、
全
員
定
住
の
意
向
を
示

し
て
お
り
、
本
制
度
の
目
的
の
実
現
に
向
け
て
進
展
し
つ

つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
退
任
後
の
定
住
率

は
42
・
９
％
で
、
そ
の
う
ち
起
業
率
は
16
・
７
％
、
就
業

率
は
33
・
３
％
、
就
農
率
は
50
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
区
総
合
事
務
所
敷
地
内
の
環
境
整
備

問
／
各
区
総
合
事
務
所
の
敷
地
内
の
除
草
や
清
掃
等
の

管
理
体
制
と
、
職
員
の
清
掃
に
対
す
る
意
識
は
ど
う
か
。

答
／
建
物
周
辺
の
清
掃
や
草
刈
り
は
業
者
委
託
で
あ
る

が
、
年
に
数
回
は
職
員
が
終
業
後
に
美
化
活
動
を
実
施

す
る
な
ど
、
良
好
な
環
境
維
持
に
努
め
て
い
る
。
引
き
続

き
職
員
に
お
い
て
も
、
日
頃
か
ら
環
境
美
化
の
意
識
を
持

ち
、
環
境
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
／
次
の
と
お
り
「
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
」

構
想
を
提
案
す
る
。

■
キ
ー
ワ
ー
ド
…
歴
史
文
化
、
海
、
夕
日

■
コ
ン
セ
プ
ト
…
直
江
津
の
特
徴
、
素
材
を
生
か
し
た
整

理
さ
れ
た
美
し
い
街
を
つ
く
る
。
美
味
し
い
食
材（
地
魚
・

米
等
）
と
地
酒
を
と
こ
と
ん
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
。

■
ね
ら
い
…
国
内
外
の
観
光
客
の
増
加
、
宿
泊
観
光
へ
の

誘
導
、
移
住
定
住
、
市
民
の
さ
ら
な
る
向
上
心
の
醸
成
。

■
位
置
…
う
み
が
た
り
か
ら
安
国
寺
通
り
（
県
道
直
江
津

停
車
場
線
）
を
経
て
、
直
江
津
駅
ま
で
の
約
１
㎞
。

■
ロ
ー
ド
の
姿
…
魚
類
の
オ
ブ
ジ
ェ
展
示
（
67
体
）。
街

灯
の
設
置
（
67
基
、
夕
日
の
色
合
い
で
街
を
照
ら
す
）。

町
家
等
の
改
修
（
昭
和
の
風
情
を
復
活
さ
せ
る
）。
道
路

色
を
ブ
ル
ー
又
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
統
一
。
無
電
柱
化
。

答
／
直
江
津
の
魅
力
を
総
合
的
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化

し
て
、
市
外
へ
の
訴
求
力
や
発
信
力
を
高
め
、
観
光
客
増

加
を
目
的
と
し
た
内
容
と
捉
え
、
参
考
に
し
た
い
。

　
公
平
・
公
正
な
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
整
備

問
／
公
平
・
公
正
・
競
争
性
等
を
担
保
で
き
な
い
と
市
民

に
不
信
感
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
評
価
の
在
り
方
や
、

選
定
基
準
・
規
定
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
／
基
本
的
な
考
え
方
や
汎
用
的
な
作
業
手
順
の
整
理

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
を
新
た
に
し
た
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
関
す
る
要
領
等
の
整
備
を
進
め
る
。

問
／
市
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
根
本
的
な
ル
ー
ル
が

定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
出
来
レ
ー
ス
な
ど
官
製
談
合
の
隠

れ
蓑
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
令
和
４
年
度
の
金
谷
地
区
公

民
館
設
計
業
務
や
こ
の
た
び
の
通
年
観
光
計
画
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
は
、
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
意
図
的
に
ず
ら
し
て
特

定
の
業
者
に
有
利
に
な
る
よ
う
図
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

発
注
受
注
は
信
頼
の
上
に
成
り
立
つ
。
速
や
か
に
市
独
自

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
発
注
指
針
を
策
定
す
べ
き
だ
。

答
／
な
る
べ
く
速
や
か
に
発
注
指
針
を
つ
く
り
た
い
。

問
／
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
発
注
疑
惑
で
市
の
信
用
が
棄
損
さ

れ
た
こ
と
が
真
の
問
題
。
真
摯
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
。

　
地
域
を
元
気
づ
け
る
契
約
方
式
を

問
／
除
雪
や
災
害
応
急
対
策
な
ど
、
地
域
維
持
事
業
を

担
っ
て
き
た
建
設
業
者
土
木
業
者
の
減
少
・
小
規
模
化
が

進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
に
お
け
る
最
低
限
の
維
持
管

理
も
困
難
に
な
る
。
担
い
手
確
保
に
資
す
る
工
夫
も
必
要

で
あ
る
。
公
共
工
事
の
契
約
に
お
い
て
、
地
元
業
者
を
支

え
る
地
域
維
持
型
契
約
方
式
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
地
域
維
持
型
契
約
方
式
の
導
入
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問
／
平
成
29
年
を
最
後
に
、
市
は
建
設
業
界
の
声
を
聞
い

て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
定
期
的
な
対
面
式
の
意

見
交
換
や
要
望
を
聴
く
場
を
速
や
か
に
復
活
し
、
胸
襟
を

開
い
て
話
せ
る
環
境
を
作
る
べ
き
だ
。

答
／
そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

丸
山　
章
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

直
江
津
区
の
ま
ち
づ
く
り

と
観
光
振
興

滝
沢　
一
成
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

信
頼
さ
れ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
と
す
る
た
め
に

本
山　
正
人
（
み
ら
い
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

受
入
れ
後
の
成
果
は


